
岩手県山田町　山田中央団地

岩手県陸前高田市　高田地区

宮城県気仙沼市　鹿折地区竣工式

宮城県南三陸町　南三陸町震災復興祈念公園

福島県大熊町　大川原地区福祉施設

ＵＲが取り組む東日本大震災の復興支援

生まれ変わったまち、
暮らしを支える住宅
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「女川駅前シンボル空間／女川町震災復興事業」が
土木学会デザイン賞2019「最優秀賞」に

「石巻市新門脇地区における
地域コミュニティと協働した復興まちづくり」が
「全建賞」を受賞

2019年度土木学会デザイン賞の最優秀賞に
「女川駅前シンボル空間／女川町震災復興事業」
が選ばれました。URが土地区画整理事業をは
じめ震災復興支援事業を行ってきた女川町は、
「海を眺めてくらすまち」をコンセプトにまちを
整備。高台に住宅地を、海に近い女川駅周辺に
公共施設や商業施設などを集めたコンパクトな
市街地を形成。公民連携のまちづくりとランド
スケープデザインが評価されました。

URが土地区画整理事業と災害公営住宅整備事
業を担当した宮城県石巻市新門脇地区でのまち
づくりが、すぐれた建設事業や取り組みに贈ら
れる「平成30年度全建賞」を受賞しました。
CM方式の採用により、設計・施工を一体的に
マネジメントして早期復興を図った点や、設計
段階から地元の方の意見を取り入れて進めた
点、地元中学生と行った公園づくり、住民と連
携したカーシェアリングの導入など、地域コミ
ュニティの形成の取り組みが評価されました。

女川駅前レンガみち周辺（写真提供：女川町）

URは東日本大震災の発災直後から被災地へ職員を派遣し、復旧・復興支援に取り組んできました。
これまでに26の被災自治体と協定などを結び、
最大時には約460人体制で、復興市街地整備や災害公営住宅の建設などを実施。
復興事業の進捗にともない、多くの地域で新たな生活が始まっています。
現在は原子力災害被災地域の支援にも力を入れ、ハード・ソフトの両面から
復興まちづくりを一体的に支援しています。

岩手県釜石市　鵜
うのすまい

住居地区2

受賞

宮城県女川町
女川駅前ロータリーの震災復興事業記念碑

＊その他、宮城県からの要請を受け、復旧・復興事業の事業間調整等に係る支援を実施。
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宮城県気仙沼市　鹿折地区竣工式

福島県大熊町　大川原地区福祉施設

復興市街地
整備事業

災害公営住宅
整備事業

URが整備する
復興市街地の総面積

（津波被災地域・原子力災害被災地域）

URが建設する
災害公営住宅の戸数

津波被災地域の
土地区画整理事業の
計画面積の

約

約

を支援

建設

岩手県と
宮城県（仙台市を除く）の
市町村整備について5,932戸

1,443ha

https://www.ur-net.go.jp/saigai/

ＵＲ都市機構が取り組む
東日本大震災の復興支援MAP2020

生まれ変わったまち、
暮らしを支える住宅

定期的に情報を更新しています。

※データは2020（令和2）年4月1日時点
　（一部見込）
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2020（令和2）年度末までに宅地等引き渡し完了予定

2020（令和2）年度末までに完成・引き渡し予定

支援面積

1,123ha 計画面積
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※津波被災地域1,314haに対する割合

※コーディネート

URは東日本大震災の発災直後から被災地へ職員を派遣し、復旧・復興支援に取り組んできました。
これまでに26の被災自治体と協定などを結び、
最大時には約460人体制で、復興市街地整備や災害公営住宅の建設などを実施。
復興事業の進捗にともない、多くの地域で新たな生活が始まっています。
現在は原子力災害被災地域の支援にも力を入れ、ハード・ソフトの両面から
復興まちづくりを一体的に支援しています。

2

完成済み
1,233ha
94%完了

完成・引き渡し済み
5,833戸
98%完了

※

＊その他、宮城県からの要請を受け、復旧・復興事業の事業間調整等に係る支援を実施。
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